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調査手法 ： インターネット調査（定量調査）

対象者 ： 日本全国に在住の18歳〜69歳の一般生活者
下記いずれかの該当者

- 過去1年以内に、宿泊を伴う国内旅行で飛行機または新幹線を含む特急列車を利用した方
- 過去2年以内に、海外旅行で飛行機を利用した方

サンプルサイズ ： スクリーニング調査 15,000s
本調査 1,000s （最終有効回答者数）

調査期間 ： 2025年3月17日（月）〜2025年3月20日（木）

調査主体 ： 株式会社国際社会経済研究所
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性別

年齢

居住地

男性
50%

53%

女性
50%

47%
スクリーニング調査[15,000]

本調査[1,000]

20代
20%

28%

30代
20%

25%

40代
20%

18%

50代
20%

13%

60代
20%

16%
スクリーニング調査[15,000]

本調査[1,000]

北海道
5%
5%

東北
8%
8%

関東
39%

45%

中部
15%

11%

近畿
19%

19%

中国四国
8%

7%

九州沖縄
7%
6%

スクリーニング調査[15,000]
本調査[1,000]



© Institute for International Socio-Economic Studies 2025

調査結果 総括

6

調査結果の概観
旅行者の特徴・不満・ニーズに基づく対応施策や要素
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 （帰省・業務用事を除く）過去１年間の国内旅行宿泊者数は約3,500万人、海外旅行は約684万人。
※ 18〜69歳のユニーク人数推計

 国内旅行・海外旅行を問わず、『旅行道中となるターミナル駅や国内空港での時間を旅行の一部と
して楽しみたい』という意識は約4割に達する。

 飛行機利用者のうち約半数が、国内空港での過ごし方をより充実させたいと感じている。

 飛行機・鉄道ともにそれぞれの利便性が評価される一方で、空からの景色（23%）や車窓からの景
色（31%）も各々メリットとして楽しみの要素となっている。

 国内空港や飛行機利用においては、チェックイン手続きや手荷物検査・セキュリティチェックに対
する不満が強い一方、今後は手間や不安を取り除くことに関するサービス（スマホチェックイン、
スーツケース追跡、チケット類の統合アプリ）を求める声が多い。

 ターミナル駅や鉄道利用においては、“鉄道に乗車していない場面の移動”に対する不満が上位に見
られるほか、飛行機利用と同様に手荷物に関する不満あり。

 旅行目的においては、旅行・観光が盛んになるほど混雑やマナー違反が顕在化しやすい状況にあり、
それが不満として現れている。

 今後は、会員ステータスや嗜好など個人のデータ活用や、交通・宿泊、目的地のデータ連携による
『旅行向け横断型UX』への一定のニーズが示唆された。ただし、企業によるデータ活用は「抵抗が
ない」が「抵抗を感じる」を上回るものの、「どちらとも言えない」が最多で適切な設計と説明が
必要なことも示唆された。

※ 次頁以降では、旅行目的や空港・ターミナル駅の利用意識等に基づき分類された各旅行者への対応
施策を考察する。
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旅行者の特徴・不満・ニーズに基づく対応施策や要素

従来の「観光」「グルメ」「アクティ
ビティ」に加え、若年層に広がる「推
し活」や、宿泊施設で専用プランが整
備される「ワーケーション」といった
新たな旅行動機も対象とする。

多様化する旅行属性に応じて、
・各属性の特徴

・移動に関するニーズ／不満
を整理し、それらを踏まえた対応施策を考察する。

自分の希望に合ったプランを提案して
ほしい層、プランを一から自分で考え
たい層、交通・宿泊・チケットを一元
管理したい層、手配に苦痛を感じない
層といった旅行手配の嗜好を対象とす
る。

旅行プラン・手配に
関する意識別（P13）旅行目的別（P9）

【分類に使用した設問】
• その旅行で楽しみたいと思っていた／重視して

いた体験をすべてお選びください。

【分類（以下の目的を抜粋して掲載） 】
① 観光（43%）
② グルメ（39%）
③ アクティビティ（9%）
④ 推し活（12%）
⑤ ワーケーション、自⼰成⻑（8%）

【分類に使用した設問】
• 旅行の手配に関して、左右どちらの考え方に近

いかそれぞれお答えください。

【分類】
≪プランについて≫
① 自分の希望に合った旅行プランを複数おすす

めしてほしい（35%）
② 旅行プランは自分でカスタマイズして一から

考えたい（33%）
≪手配について≫
① 交通・宿泊・イベントチケット等、各所手配

は一元管理・完結したい（38%）
② 交通・宿泊・イベントチケット等、各所手配

に苦痛を感じない（24%）

空港やターミナル駅での時間を旅行の
一部として楽しみたい層、目的地での
時間を優先してできるだけ短くしたい
層、待ち時間を楽しみたい層、逆にス
トレスに感じる層といった過ごし方の
意識を対象とする。

空港・ターミナル駅に関する
意識別（P15）

【分類に使用した設問】
• その旅行において、以下の場所（空港、ターミナ

ル駅）の過ごし方についてどのように考えますか。
• 旅行に含まれる活動・移動に関して、どのタイミ

ングで「面白さ」・「楽しさ」を実感しています
か。

• 旅行に含まれる活動・移動に関して、どのタイミ
ングでストレスを実感していますか。

【分類】
① 旅行の大切な一部として楽しみたかった（41%)
② できるだけ短くし、目的地での時間を最優先し

たかった（35%）
③ ターミナル駅／国内空港での待ち時間（楽しみ

たい）「楽しみたい」（19%）
④ 同、「ストレスに感じる」（26%）

ターミナル駅や空港から目的地までの
移動を楽しみたい層、逆にストレスを
感じる層、目的地での移動を楽しみた
い層、ストレスを感じる層といった移
動体験の捉え方を対象とする。

旅行中の移動に関する意識別
（P17）

【分類に使用した設問】
• 旅行に含まれる活動・移動に関して、どのタイ

ミングで「面白さ」・「楽しさ」を実感してい
ますか。

• 旅行に含まれる活動・移動に関して、どのタイ
ミングでストレスを実感していますか。

【分類】
① ターミナル駅／現地空港から目的地までの移

動時間「楽しみたい」（25%）
② 同、「ストレスに感じる」（15%）
③ 目的地での各種移動「楽しみたい」（38%）
④ 同、「ストレスに感じる」（12%）
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観光
（43%）

グルメ
（39%）

旅行者・旅の楽しみかたの
特徴

旅の移動や空港・ターミナル駅に対する
不満・ニーズ

旅行・移動の満足度を向上させるための
施策や要素

 年齢・性別の偏り無し（特定属性ではない）
 グルメやショッピングを含む幅広い観光が目的
 旅先は国内は幅広く、海外は欧州が中心
 旅先現地での活動や宿泊施設を楽しんでいる

旅行目的
（割合：複数選択）

 移動プランや交通手段を自分に合わせて最適化して
くれる提案

 眺望の良い部屋を指定できるサービス
 [仮説]観光のみならず旅行全体の満足度を上げるた

めに、より多くの観光地を巡り楽しめることや、一
人ひとりに寄り添ったステイ体験を望んでいる

 旅先は国内では北海道、海外では韓国の割合が高い
 パートナーや友人との2〜4人、やや女性が多め
 目的地だけでなく空港や駅でも食事を楽しみたい

◎ 飛行機・鉄道とも、すぐに主目的のグルメを堪能で
きるような市街地に近い空港・駅に魅力あり

◎ 空港でのよりスムーズな手続きによって、旅行地以
外でのストレスを軽減したい

 モバイルで完結する手続き・リアルタイムでの混雑
状況可視化・交通／宿泊／荷物の一元管理
（移動の効率化・手続きの簡略化・滞在中の快適性
を重視）

 [仮説]食体験への集中や滞在満足度の向上に期待

アクティビ
ティ・体験

（9%）

× 空港までの移動や空港での手続き
× ターミナル駅では混雑した構内を手荷物を持ちなが

ら移動・乗り継ぎしなければならない
× 目的地でも観光スポット間の移動時間がかかりすぎ

るなど、観光時間が削られる

 アクティビティやスポーツ体験を中心に、自然・非
日常感・グルメ・癒しなど様々な目的を持った旅行

 20代後半〜30代・男性が多め
 配偶者・パートナー（を含む家族）や友人と
 旅先は国内は沖縄、海外ではハワイやオーストラリ

アの割合が高い
 旅行予算は高め

× 手配に関して、やりたいことが多く、予算内で納め
ること・複数サイトの併用が面倒

× 空港での手続き全般を面倒に感じる
× アクティビティを最大限楽しむための目的地での交

通網が整備されていない
◎ 目的地に到着する以前の工程・場所・時間も楽しみ

たい
◎ 空港でのよりスムーズな手続きによって、旅行地以

外でのストレスを軽減したい

 「グルメ旅行者」よりもさらに強いニーズとして、
モバイルで完結する手続き・リアルタイムでの混雑
状況可視化・交通／宿泊／荷物の一元管理

 [仮説]旅行予算も高く、また旅行のすべての工程を
思う存分楽しみたいことから、各工程の効率化・
サービスの充実化を望んでいる

旅行目的別

移動の手間を減らして、自分のペースで・より多くの観光（観光地）を満喫したい旅行者

駅も空港も目的地も、旅のあらゆる場面で“食”を楽しみたいグルメ旅行者

計画も移動も徹底的に効率的にこなしたい体験重視の“スマート型体験”旅行者

×：不満 ◎：ニーズ
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観光
（43%）

グルメ
（39%）

旅行者・旅の楽しみかたの
特徴

旅の移動や空港・ターミナル駅に対する
不満・ニーズ

旅行・移動の満足度を向上させるための
施策や要素

 年齢・性別の偏り無し（特定属性ではない）
 グルメやショッピングを含む幅広い観光が目的
 旅先は国内は幅広く、海外は欧州が中心
 旅先現地での活動や宿泊施設を楽しんでいる

旅行目的
（割合：複数選択）

 移動プランや交通手段を自分に合わせて最適化して
くれる提案

 眺望の良い部屋を指定できるサービス
 [仮説]観光のみならず旅行全体の満足度を上げるた

めに、より多くの観光地を巡り楽しめることや、一
人ひとりに寄り添ったステイ体験を望んでいる

 旅先は国内では北海道、海外では韓国の割合が高い
 パートナーや友人との2〜4人、やや女性が多め
 目的地だけでなく空港や駅でも食事を楽しみたい

◎ 飛行機・鉄道とも、すぐに主目的のグルメを堪能で
きるような市街地に近い空港・駅に魅力あり

◎ 空港でのよりスムーズな手続きによって、旅行地以
外でのストレスを軽減したい

 モバイルで完結する手続き・リアルタイムでの混雑
状況可視化・交通／宿泊／荷物の一元管理
（移動の効率化・手続きの簡略化・滞在中の快適性
を重視）

 [仮説]食体験への集中や滞在満足度の向上に期待

アクティビ
ティ・体験

（9%）

× 空港までの移動や空港での手続き
× ターミナル駅では混雑した構内を手荷物を持ちなが

ら移動・乗り継ぎしなければならない
× 目的地でも観光スポット間の移動時間がかかりすぎ

るなど、観光時間が削られる

×：不満 ◎：ニーズ

 アクティビティやスポーツ体験を中心に、自然・非
日常感・グルメ・癒しなど様々な目的を持った旅行

 20代後半〜30代・男性が多め
 配偶者・パートナー（を含む家族）や友人と
 旅先は国内は沖縄、海外ではハワイやオーストラリ

アの割合が高い
 旅行予算は高め

× 手配に関して、やりたいことが多く、予算内で納め
ること・複数サイトの併用が面倒

× 空港での手続き全般を面倒に感じる
× アクティビティを最大限楽しむための目的地での交

通網が整備されていない
◎ 目的地に到着する以前の工程・場所・時間も楽しみ

たい
◎ 空港でのよりスムーズな手続きによって、旅行地以

外でのストレスを軽減したい

 「グルメ旅行者」よりもさらに強いニーズとして、
モバイルで完結する手続き・リアルタイムでの混雑
状況可視化・交通／宿泊／荷物の一元管理

 [仮説]旅行予算も高く、また旅行のすべての工程を
思う存分楽しみたいことから、各工程の効率化・
サービスの充実化を望んでいる

旅行目的別
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推し活
（12%）

ワーケーショ
ン・自⼰成⻑

（8%）

旅行者・旅の楽しみかたの
特徴

旅の移動や空港・ターミナル駅に対する
不満・ニーズ

旅行・移動の満足度を向上させるための
施策や要素

 18歳〜29歳以下・女性・一人旅の比率が高い
 観光目的を兼ねる割合は低め
 国内の旅先は関東が30%以上を占める
 旅行予算は比較的安い
 情報収集量が多く、旅行前の準備にストレスを抱え

やすい
 移動中は読書や仕事等なにかをしながら過ごしたい

旅行目的
（割合：複数選択）

 スマホだけでチェックイン・搭乗手続きが完了
 移動・宿泊・目的地の予約を一括で管理できる
 旅行中の移動（タクシー・レンタカー・シャトルバ

スなど）と宿泊・航空・鉄道の連携による割引
 [仮説]目的地でのイベント参加や推し体験が目的の

ため、それに集中できる環境を欲しており、飛行機
でも鉄道でもインターネット環境の改善や手続きの
低減などストレスなく移動したい・過ごしたい

 45歳以下・男性が多い
 仕事中心の旅行ではあるが3人以上のグループも多

い
 仕事のみならず現地の季節感や文化も楽しみたい
 目的地での時間の楽しさは他の目的より弱いが、目

的地への移動を楽しんでいる

× 自分にあったプラン（ワーケーション等）を探すこ
とが難しく、それ以外にも手配時の不満は多い

◎ プランを探す手間から解放される「おすすめプラン
提案」にニーズあり／提案に合わせて管理も一元的
に行いたい

× 提案型ニーズはあるが、データ管理に不安あり
× 目的地までの移動、特にチェックイン手続きや機内

環境（インターネット等）、トランジットがストレ
スだと感じる

◎ 仕事と休暇の両立を実現するための期待・不満が見
られる

◎ ⻑距離でも快適な座席、仕事や読書ができる環境、
荷物の預けやすさと持ち運びの柔軟性を求める

 混雑状況確認や、乗り継ぎルート確認など効率化
サービス

 飲み物や土産を事前注文・スムーズに受け取りたい
 ホテルや航空会社の会員ステータスよるアップグ

レード体験
 [仮説] 「仕事効率」と「快適な滞在環境」を両立さ

せたいため、ワーケーションにおける生産性維持と
滞在満足度の最大化を求める傾向

× チェックイン手続きのほか、空港や機内、駅や車内
での（待ち）時間に不満あり

◎ 空港・ターミナル駅での滞在を満喫したい人、いち
早く目的地へ向かいたい人の割合は同程度

◎ 車内電源やWiFi完備を求めている。（若年層全体の
傾向でもあるが、推し活旅行者は特にこの傾向が強
い）

旅行目的別

×：不満 ◎：ニーズ

目的地での推し活に全集中するために行動効率・移動コストを気にする若年・女性旅行者

ワーケーションにおける生産性維持と滞在満足度の最大化を求める実利志向型旅行者



© Institute for International Socio-Economic Studies 2025

総括 旅行者の特徴・不満・ニーズに基づく対応仮説

12

推し活
（12%）

ワーケーショ
ン・自⼰成⻑

（8%）

旅行者・旅の楽しみかたの
特徴

旅の移動や空港・ターミナル駅に対する
不満・ニーズ

旅行・移動の満足度を向上させるための
施策や要素

 18歳〜29歳以下・女性・一人旅の比率が高い
 観光目的を兼ねる割合は低め
 国内の旅先は関東が30%以上を占める
 旅行予算は比較的安い
 情報収集量が多く、旅行前の準備にストレスを抱え

やすい
 移動中は読書や仕事等なにかをしながら過ごしたい

旅行目的
（割合：複数選択）

 スマホだけでチェックイン・搭乗手続きが完了
 移動・宿泊・目的地の予約を一括で管理できる
 旅行中の移動（タクシー・レンタカー・シャトルバ

スなど）と宿泊・航空・鉄道の連携による割引
 [仮説]目的地でのイベント参加や推し体験が目的の

ため、それに集中できる環境を欲しており、飛行機
でも鉄道でもインターネット環境の改善や手続きの
低減などストレスなく移動したい・過ごしたい

 45歳以下・男性が多い
 仕事中心の旅行ではあるが3人以上のグループも多

い
 仕事のみならず現地の季節感や文化も楽しみたい
 目的地での時間の楽しさは他の目的より弱いが、目

的地への移動を楽しんでいる

× 自分にあったプラン（ワーケーション等）を探すこ
とが難しく、それ以外にも手配時の不満は多い

◎ プランを探す手間から解放される「おすすめプラン
提案」にニーズあり／提案に合わせて管理も一元的
に行いたい

× 提案型ニーズはあるが、データ管理に不安あり
× 目的地までの移動、特にチェックイン手続きや機内

環境（インターネット等）、トランジットがストレ
スだと感じる

◎ 仕事と休暇の両立を実現するための期待・不満が見
られる

◎ ⻑距離でも快適な座席、仕事や読書ができる環境、
荷物の預けやすさと持ち運びの柔軟性を求める

 混雑状況確認や、乗り継ぎルート確認など効率化
サービス

 飲み物や土産を事前注文・スムーズに受け取りたい
 ホテルや航空会社の会員ステータスよるアップグ

レード体験
 [仮説] 「仕事効率」と「快適な滞在環境」を両立さ

せたいため、ワーケーションにおける生産性維持と
滞在満足度の最大化を求める傾向

× チェックイン手続きのほか、空港や機内、駅や車内
での（待ち）時間に不満あり

◎ 空港・ターミナル駅での滞在を満喫したい人、いち
早く目的地へ向かいたい人の割合は同程度

◎ 車内電源やWiFi完備を求めている。（若年層全体の
傾向でもあるが、推し活旅行者は特にこの傾向が強
い）

旅行目的別

×：不満 ◎：ニーズ
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旅
行
プ
ラ
ン

予
約
手
配

属性

× 多くの情報から最適な計画を立てるための時間・労
力を苦痛と感じる× 旅行に慣れていないためか、全般的に移動において
不満あり◎ 観光時間だけでなく、空港や駅、宿泊施設も含めて
楽しみたい

 自分の嗜好や行動履歴に合わせたプラン提案
 提案型プランにあわせて、交通・宿泊・イベントチ

ケット等、各所手配も一元管理・完結したい（が、
手配に伴う個人情報の扱いには不安あり）

 手荷物・交通の一元化
 [仮説]安心で満足できるプラン提案が重要

おすすめのプ
ランを提案
してほしい
（35%）

自分でカスタ
マイズして計

画したい
（33%）

一括で手配し
たい

（38%）

個別の各所手
配に

抵抗無し
（24%）

× 計画の手間よりも、予算内におさめることが難しと
感じる◎ 旅行に慣れていて普段から利用していることから、
個人の履歴データを企業が扱うことに不安は少なく
受容できる（航空会社等に対する信頼感）

× 計画に時間をかけたくないが、情報が多すぎて最適
な選択に迷う× 予定変更等に伴う変更・キャンセルが煩雑で面倒× 一括手配＝個人情報が分散してしまう不安あり× 空港・駅での待ち時間や、チェックイン・手荷物関
連の手続きにストレスあり

× 空港までの移動・手荷物関連に一部不満あり◎ ⻑距離移動を短時間で行える飛行機にメリット◎ 鉄道は市街地の近くまで行ける点にメリット◎ 手配や旅行そのものに慣れているため、手配に関す
る不満は少ない

 スマホ一つで移動や宿泊の手続きを完結
 車内での快適な通信環境や電源確保
 事前に荷物を宿泊先へ送付しチェックイン時に受け

取りたい
 [仮説]手間を省きつつ自分好みに旅を組み立てられ

るサービスへの期待が高い

 移動・宿泊・目的地をまとめて管理
 待ち時間の短縮や交通・宿泊との連携割引を通じた

効率的な旅
 [仮説]嗜好や行動履歴に基づいた目的地・移動・宿

泊の個別提案によって、“簡便だが発見を最大化でき
る”サービスに期待

 スマホだけで空港や駅の手続きが完了する仕組み
 航空会社等の会員ステータスによるサービス・特典

のアップグレード、到着時間に合わせた目的地の入
場調整

 [仮説]慣れによって不満を感じにくいが、移動時の
利便性向上をはじめ旅の満足度向上に期待

旅行者・旅の楽しみかたの
特徴

旅の移動や空港・ターミナル駅に対する
不満・ニーズ

旅行・移動の満足度を向上させるための
施策や要素

 性別や年齢に偏りは無い
 旅先にも偏った傾向が無く、行き先を選ばずプラン

提案を求める属性が存在
 家族や友人との3人以上のグループ旅行が多め
 空港や駅での時間はややストレスに感じる

 観光やグルメ目的の旅行者が多め
 性別や年齢に偏りは無い
 海外の旅先はヨーロッパが多い
 一人または二人の少人数旅行者が多い

 性別や年齢に偏りは無い
 一人旅の比率が低く2人以上での旅行が多め
 ショッピング目的の旅行者が多め
 目的地だけでなく、宿泊施設での時間も楽しみたい

 観光やグルメ目的の旅行者が多め
 男性や55歳以上の一人旅が多め
 海外の旅先はヨーロッパが多く韓国は少ない
 移動時間や宿泊施設も楽しみたい層だが、目的地で

の時間を断トツで重視している

旅行プラン・手配に関する意識別

計画・手配の手間を解消し、提案型プランとともに手配も一元管理したいグループ旅行者

旅の満足度を最大化するため、「プランはカスタマイズ」×「手間は軽減」したいプロ旅行者

利便性と安心の間で揺れつつ、新しい提案を求める旅行者

やり慣れた旅行をさらに快適・充実させたい単独旅行者

×：不満 ◎：ニーズ
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旅
行
プ
ラ
ン

予
約
手
配

属性

× 多くの情報から最適な計画を立てるための時間・労
力を苦痛と感じる× 旅行に慣れていないためか、全般的に移動において
不満あり◎ 観光時間だけでなく、空港や駅、宿泊施設も含めて
楽しみたい

 自分の嗜好や行動履歴に合わせたプラン提案
 提案型プランにあわせて、交通・宿泊・イベントチ

ケット等、各所手配も一元管理・完結したい（が、
手配に伴う個人情報の扱いには不安あり）

 手荷物・交通の一元化
 [仮説]安心で満足できるプラン提案が重要

おすすめのプ
ランを提案
してほしい
（35%）

自分でカスタ
マイズして計

画したい
（33%）

一括で手配し
たい

（38%）

個別の各所手
配に

抵抗無し
（24%）

× 計画の手間よりも、予算内におさめることが難しと
感じる◎ 旅行に慣れていて普段から利用していることから、
個人の履歴データを企業が扱うことに不安は少なく
受容できる（航空会社等に対する信頼感）

× 計画に時間をかけたくないが、情報が多すぎて最適
な選択に迷う× 予定変更等に伴う変更・キャンセルが煩雑で面倒× 一括手配＝個人情報が分散してしまう不安あり× 空港・駅での待ち時間や、チェックイン・手荷物関
連の手続きにストレスあり

× 空港までの移動・手荷物関連に一部不満あり◎ ⻑距離移動を短時間で行える飛行機にメリット◎ 鉄道は市街地の近くまで行ける点にメリット◎ 手配や旅行そのものに慣れているため、手配に関す
る不満は少ない

 スマホ一つで移動や宿泊の手続きを完結
 車内での快適な通信環境や電源確保
 事前に荷物を宿泊先へ送付しチェックイン時に受け

取りたい
 [仮説]手間を省きつつ自分好みに旅を組み立てられ

るサービスへの期待が高い

 移動・宿泊・目的地をまとめて管理
 待ち時間の短縮や交通・宿泊との連携割引を通じた

効率的な旅
 [仮説]嗜好や行動履歴に基づいた目的地・移動・宿

泊の個別提案によって、“簡便だが発見を最大化でき
る”サービスに期待

 スマホだけで空港や駅の手続きが完了する仕組み
 航空会社等の会員ステータスによるサービス・特典

のアップグレード、到着時間に合わせた目的地の入
場調整

 [仮説]慣れによって不満を感じにくいが、移動時の
利便性向上をはじめ旅の満足度向上に期待

旅行者・旅の楽しみかたの
特徴

旅の移動や空港・ターミナル駅に対する
不満・ニーズ

旅行・移動の満足度を向上させるための
施策や要素

 性別や年齢に偏りは無い
 旅先にも偏った傾向が無く、行き先を選ばずプラン

提案を求める属性が存在
 家族や友人との3人以上のグループ旅行が多め
 空港や駅での時間はややストレスに感じる

 観光やグルメ目的の旅行者が多め
 性別や年齢に偏りは無い
 海外の旅先はヨーロッパが多い
 一人または二人の少人数旅行者が多い

 性別や年齢に偏りは無い
 一人旅の比率が低く2人以上での旅行が多め
 ショッピング目的の旅行者が多め
 目的地だけでなく、宿泊施設での時間も楽しみたい

 観光やグルメ目的の旅行者が多め
 男性や55歳以上の一人旅が多め
 海外の旅先はヨーロッパが多く韓国は少ない
 移動時間や宿泊施設も楽しみたい層だが、目的地で

の時間を断トツで重視している

旅行プラン・手配に関する意識別

×：不満 ◎：ニーズ
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空
港
・
駅
の
位
置
づ
け

空
港
・
駅
で
の
待
ち
時
間

属性

× 手荷物預け、持ち込み荷物、出入国手続きに不満
◎ 現状でも空港や駅を楽しんでいるが、より体験を充

実化させたい
◎ 車内WiFi対応や駅や目的地でのキャッシュレス対応

ニーズあり

 スマホ完結の手続き・保安検査の待ち時間可視化
 車内Wi-Fiやキャッシュレス対応などによる利便性
 嗜好に応じた目的地・移動・宿泊提案や会員特典で

体験価値を向上させたい

旅行の一部
として楽し

みたい
（41%）

目的地へ
早く向かい

たい
（35%）

楽しみたい
（19%）

ストレスに
感じる
（26%）

× 目的地にいち早く到着することが重要なため、移動
や空港・駅での各手続に対すストレスが強い

◎ 空港・駅の体験に対する期待値が低く、現状で満足
している

◎ 旅行前の準備を含め、移動・宿泊施設・目的地など
旅行全体を楽しみたい

◎ 空港や駅での体験をさらに充実させたい
× 機内でのエンタメ体験不足
× 地元の駅でキャッシュレス非対応不満

× 空港や駅でのあらゆる手続きに不満を感じる
× 目的地では、混雑や情報不足、現地での移動時間に

よっても観光時間が削られることが不満
◎ 「待つ」という行為にストレスを感じやすく、早

く・⻑く目的地での活動に時間を充てたい

 空港や駅での体験向上よりも、移動時間の短縮や手
続きの簡略化を求める

 [仮説]ストレスなく目的地に到着できる環境を提供
することで目的地・旅行全体の満足度を向上させら
れる可能性あり

 予約管理などで効率性と快適性を高めると同時に、
個人の嗜好や行動履歴・ステータスに応じた提案に
よって移動時間も含めた旅全体の体験価値を向上さ
せたい

 スマホだけでチェックイン、アプリで手続きできる
など、待ち時間の短縮や移動効率の向上

 嗜好や行動履歴に基づく移動プランや特典の提案、
宿泊者向けの待ち時間可視化、交通・宿泊・航空・
鉄道の連携による割引など、効率化と利便性

旅行者・旅の楽しみかたの
特徴

旅の移動や空港・ターミナル駅に対する
不満・ニーズ

旅行・移動の満足度を向上させるための
施策や要素

 グルメやショッピング目的の旅行者が多め
 非日常感や移動自体を楽しむ旅行者が多い
 夫婦や恋人との二人旅が多く、性年代に偏り無し
 空港や駅での時間も旅行の一部として楽しみたい

 旅の目的・性年代・同伴者など多くの属性で偏りが
無く、移動をストレスと感じる属性が一定の割合で
どの属性にも存在すると思われる

 空港・ターミナル駅でのグルメ・ショッピングより
早く目的地につきたい

 グルメや観光に加え、ショッピングや移動自体を楽
しむ旅行者が多め

 40歳未満・国内の旅先は沖縄の割合が高い
 準備から移動・空港／駅・宿泊施設まで、旅行すべ

ての場面を楽しみたい

 性別や年齢に偏りは無い
 一人旅の割合が低く、夫婦または子どもを含む家族

での旅行者が多め
 多すぎる情報量と予算を気にした計画にストレス
 旅行予算は平均並み

旅行時に使用する空港・ターミナル駅に関する意識別

空港もターミナル駅も旅行の一つとして楽しみたい欲張り旅行者

快適・手軽・短時間の移動こそが旅行の楽しみを最大化する効率主義旅行者

待ち時間すら楽しい、旅行すべてを楽しみたい旅行者

観光時間の確保のため、待ち時間を最小化したい夫婦・家族旅行者

×：不満 ◎：ニーズ
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属性

× 手荷物預け、持ち込み荷物、出入国手続きに不満
◎ 現状でも空港や駅を楽しんでいるが、より体験を充

実化させたい
◎ 車内WiFi対応や駅や目的地でのキャッシュレス対応

ニーズあり

 スマホ完結の手続き・保安検査の待ち時間可視化
 車内Wi-Fiやキャッシュレス対応などによる利便性
 嗜好に応じた目的地・移動・宿泊提案や会員特典で

体験価値を向上させたい

旅行の一部
として楽し

みたい
（41%）

目的地へ
早く向かい

たい
（35%）

楽しみたい
（19%）

ストレスに
感じる
（26%）

× 目的地にいち早く到着することが重要なため、移動
や空港・駅での各手続に対すストレスが強い

◎ 空港・駅の体験に対する期待値が低く、現状で満足
している

◎ 旅行前の準備を含め、移動・宿泊施設・目的地など
旅行全体を楽しみたい

◎ 空港や駅での体験をさらに充実させたい
× 機内でのエンタメ体験不足
× 地元の駅でキャッシュレス非対応不満

× 空港や駅でのあらゆる手続きに不満を感じる
× 目的地では、混雑や情報不足、現地での移動時間に

よっても観光時間が削られることが不満
◎ 「待つ」という行為にストレスを感じやすく、早

く・⻑く目的地での活動に時間を充てたい

 空港や駅での体験向上よりも、移動時間の短縮や手
続きの簡略化

 [仮説]ストレスなく目的地に到着できる環境を提供
することで目的地・旅行全体の満足度を向上させら
れる可能性あり

 予約管理などで効率性と快適性を高めると同時に、
個人の嗜好や行動履歴・ステータスに応じた提案に
よって移動時間も含めた旅全体の体験価値を向上さ
せたい

 スマホだけでチェックイン、アプリで手続きできる
など、待ち時間の短縮や移動効率の向上

 嗜好や行動履歴に基づく移動プランや特典の提案、
宿泊者向けの待ち時間可視化、交通・宿泊・航空・
鉄道の連携による割引など、効率化と利便性

旅行者・旅の楽しみかたの
特徴

旅の移動や空港・ターミナル駅に対する
不満・ニーズ

旅行・移動の満足度を向上させるための
施策や要素

 グルメやショッピング目的の旅行者が多め
 非日常感や移動自体を楽しむ旅行者が多い
 夫婦や恋人との二人旅が多く、性年代に偏り無し
 空港や駅での時間も旅行の一部として楽しみたい

 旅の目的・性年代・同伴者など多くの属性で偏りが
無く、移動をストレスと感じる属性が一定の割合で
どの属性にも存在すると思われる

 空港・ターミナル駅でのグルメ・ショッピングより
早く目的地につきたい

 グルメや観光に加え、ショッピングや移動自体を楽
しむ旅行者が多め

 40歳未満・国内の旅先は沖縄の割合が高い
 準備から移動・空港／駅・宿泊施設まで、旅行すべ

ての場面を楽しみたい

 性別や年齢に偏りは無い
 一人旅の割合が低く、夫婦または子どもを含む家族

での旅行者が多め
 多すぎる情報量と予算を気にした計画にストレス
 旅行予算は平均並み

旅行時に使用する空港・ターミナル駅に関する意識別

×：不満 ◎：ニーズ
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総括 旅行者の特徴・不満・ニーズに基づく対応仮説
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空
港
・
駅
か
ら
目
的
地
へ
の
移
動

目
的
地
（
周
辺
）
で
の
移
動

属性

◎ 買い物や食事といった空港や駅での時間は満足度が
高いが、さらに充実させたいと感じる× 手荷物預けや機内での食事・エンタメに不満あり× 鉄道利用時の乗り継ぎ待ち時間や車内WiFiに不満◎ 自分で旅行プランを組み立てたい人が多く、提案型
によって楽しめる範囲が狭まる可能性は無くしたい

 空港に着いた瞬間のストレス・手続きを簡素化する
認証技術

 個人の体験価値を最大化するためのパーソナライズ
された提案

 [仮説]単なる移動を「手段」から「体験」と捉える
価値観を持つことで、旅行の満足度を向上させたい

楽しみたい
（25%）

ストレスに
感じる
（15%）

× 国内外問わず、乗り継ぎの待ち時間や現地での移動
計画にもストレスを感じる× 観光地の混雑、情報不足、予期せぬトラブルに不満◎ 目的地での時間を最優先させたい（空港や駅の時間
は最小限で良いが、楽しめる環境は整えてほしい）

◎ 目的地に限らず旅行中の移動（空港・駅での体験を
含む）を楽しみたいが、現状でもある程度十分と感
じている× 目的地の移動が効率的でない点に一部不満あり

× 宿泊施設での時間は楽しいが、目的地を含む移動全
般に不満を感じる× 目的地でのオーバーツーリズムやマナー違反に不満
あり（宿泊施設の混雑にも不満あり）◎ 予約済みのホテル・レンタカー・観光チケットと鉄
道チケットを一括管理できるアプリ

 座席や空席状況のリアルタイム確認、乗り換えや駅
構内の最適ナビ、遅延時の代替ルート案内など、移
動の正確性と柔軟性

 [仮説]旅行に伴う移動は単なるコストで、目的地以
外を旅行として楽しむ価値を現状は感じていない

 パーソナライズされた提案による旅行時の発見
 予約の一元管理や充実した車内設備がもたらす「快

適さ」
 [仮説]移動体験の価値を高められることで旅行の満

足度を上げたい

 移動をストレスを解消するリアルタイムなルート案
内や、空港内の自動運転カート

 旅行プランやステータスに連動したアップグレード
等、個々に最適化された提案

 [仮説]観光地が観光用の環境づくりが不足している
ことで感じるストレスを解消する施策に期待

旅行者・旅の楽しみかたの
特徴

旅の移動や空港・ターミナル駅に対する
不満・ニーズ

旅行・移動の満足度を向上させるための
施策や要素

 観光・グルメ・ショッピングが目的の中心ではある
が、非日常感や移動自体も楽しみたい

 友人との二人旅が多く、性年代に偏り無し
 目的地だけでなく、空港や駅での時間や宿泊施設も

も旅行の一部として楽しみたい

 観光目的の旅行者・女性・⻑距離移動を伴う欧州旅
行が多め

 手配時点から同行者の調整・検討事項の多さ等に疲
弊している

 観光・グルメ・ショッピング目的の旅行者が多め
 性別は偏り無く、年齢層はやや高め
 予算内におさめるための旅行計画に負担
 カスタマイズした計画で楽しみの幅を狭めたくない

 観光・文化歴史学習・自然体験などの目的が多め
 性別は偏り無く、40代・配偶者との2人旅が多め
 旅行計画は検討すべき事項が多すぎて負担なため、

プラン提案にニーズあり

旅行中の移動に関する意識別

楽しみたい
（38%）

ストレスに
感じる
（12%）

移動を手間から体験に昇華させることができる、移動の楽しみ方を知る旅行者

いち早く到着し、“目的地での旅行を開始したい”移動効率重視の旅行者

目的地での満足度を最大化するための“新たな発見”と、移動の“快適さ”を両立させたい旅行者

オーバーツーリズムに辟易し旅行満足度を最大化できていない、理想追求型旅行者

×：不満 ◎：ニーズ
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総括 旅行者の特徴・不満・ニーズに基づく対応仮説
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空
港
・
駅
か
ら
目
的
地
へ
の
移
動

目
的
地
（
周
辺
）
で
の
移
動

属性

◎ 買い物や食事といった空港や駅での時間は満足度が
高いが、さらに充実させたいと感じる× 手荷物預けや機内での食事・エンタメに不満あり× 鉄道利用時の乗り継ぎ待ち時間や車内WiFiに不満◎ 自分で旅行プランを組み立てたい人が多く、提案型
によって楽しめる範囲が狭まる可能性は無くしたい

 空港に着いた瞬間のストレス・手続きを簡素化する
認証技術

 個人の体験価値を最大化するためのパーソナライズ
された提案

 [仮説]単なる移動を「手段」から「体験」と捉える
価値観を持つことで、旅行の満足度を向上させたい

楽しみたい
（25%）

ストレスに
感じる
（15%）

× 国内外問わず、乗り継ぎの待ち時間や現地での移動
計画にもストレスを感じる× 観光地の混雑、情報不足、予期せぬトラブルに不満◎ 目的地での時間を最優先させたい（空港や駅の時間
は最小限で良いが、楽しめる環境は整えてほしい）

◎ 目的地に限らず旅行中の移動（空港・駅での体験を
含む）を楽しみたいが、現状でもある程度十分と感
じている× 目的地の移動が効率的でない点に一部不満あり

× 宿泊施設での時間は楽しいが、目的地を含む移動全
般に不満を感じる× 目的地でのオーバーツーリズムやマナー違反に不満
あり（宿泊施設の混雑にも不満あり）◎ 予約済みのホテル・レンタカー・観光チケットと鉄
道チケットを一括管理できるアプリ

 座席や空席状況のリアルタイム確認、乗り換えや駅
構内の最適ナビ、遅延時の代替ルート案内など、移
動の正確性と柔軟性

 [仮説]旅行に伴う移動は単なるコストで、目的地以
外を旅行として楽しむ価値を現状は感じていない

 パーソナライズされた提案による旅行時の発見
 予約の一元管理や充実した車内設備がもたらす「快

適さ」
 [仮説]移動体験の価値を高められることで旅行の満

足度を上げたい

 移動をストレスを解消するリアルタイムなルート案
内や、空港内の自動運転カート

 旅行プランやステータスに連動したアップグレード
等、個々に最適化された提案

 [仮説]観光地が観光用の環境づくりが不足している
ことで感じるストレスを解消する施策に期待

旅行者・旅の楽しみかたの
特徴

旅の移動や空港・ターミナル駅に対する
不満・ニーズ

旅行・移動の満足度を向上させるための
施策や要素

 観光・グルメ・ショッピングが目的の中心ではある
が、非日常感や移動自体も楽しみたい

 友人との二人旅が多く、性年代に偏り無し
 目的地だけでなく、空港や駅での時間や宿泊施設も

も旅行の一部として楽しみたい

 観光目的の旅行者・女性・⻑距離移動を伴う欧州旅
行が多め

 手配時点から同行者の調整・検討事項の多さ等に疲
弊している

 観光・グルメ・ショッピング目的の旅行者が多め
 性別は偏り無く、年齢層はやや高め
 予算内におさめるための旅行計画に負担
 カスタマイズした計画で楽しみの幅を狭めたくない

 観光・文化歴史学習・自然体験などの目的が多め
 性別は偏り無く、40代・配偶者との2人旅が多め
 旅行計画は検討すべき事項が多すぎて負担なため、

プラン提案にニーズあり

旅行中の移動に関する意識別

楽しみたい
（38%）

ストレスに
感じる
（12%）

×：不満 ◎：ニーズ
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調査結果 詳細
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最近行った旅行の概要



© Institute for International Socio-Economic Studies 2025 

過去１年以内の旅行参加率 ※プライベート目的（以下同様）

（帰省・業務用事を除く）過去１年間の国内旅行宿泊者数は約3,500万人、海外旅行は約684万人 ※ 18〜69歳のユニーク人数推計

20

43%
43%
43%

45%
44%

39%
42%

45%

GT[15,000]
男性[7,500]
女性[7,500]

18〜29歳[3,000]
30代[3,000]
40代[3,000]
50代[3,000]
60代[3,000]

46%
45%

48%
49%

48%
42%

44%
49%

9%
8%

10%
12%

11%
8%

7%
8%

国内旅行（宿泊）国内旅行（日帰り） 海外旅行

Q.プライベート目的の旅行（帰省・業務用事を除く）について、直近で行った時期を教えてください。（各旅行についてそれぞれ単一回答）

プライベート旅行での過去１年以内の参加率 ※帰省・業務用事を除く

スクリーニング調査回答者[15,000]

40代がやや低い：
経済的事由や（同行者を含む）スケジュール調整の難しさ等が影響か

若年層ほど高い

ユニーク参加者数推計※：

約684万人
ユニーク参加者数推計※ ：

約3,496万人
ユニーク参加者数推計※：

約3,268万人

※推計値はいずれも18〜69歳のみ、帰省・業務目的の旅行を除く

※帰省・業務を含めた延べ人数推計
は約1,300万人（2024年；日本政府
観光局）
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94%

8%

8%

11%

10%

22%

23%

65%

31%

37%

18%

47%

目的地までの交通手段

国内宿泊旅行者のうち、31%が飛行機を利用、37%が（中⻑距離）特急列車を利用 ※前頁同条件

21

国内旅行（宿泊） [6,936]国内旅行（日帰り）[6,445] 海外旅行 [1,626]

Q.もっとも直近で行ったプライベート目的の旅行（帰省・業務用事を除く）について、目的地までの交通手段をお選びください。（複数選択）

国内旅行（過去１年以内）・海外旅行（過去２年以内）の目的地までの交通手段

各旅行の参加者（国内旅行は過去１年以内、海外旅行は過去２年以内）

飛行機

新幹線、ロマンスカー等の
（中⻑距離）特急列車

その他鉄道

その他の交通手段

次頁以降の
本調査対象者

次頁以降の
本調査対象者

日帰り国内旅行においては
自家用車の利用が多いと思われる

（本調査では対象外）
国内空港・ターミナル駅の利用について

本調査にて聴取（後述参照）
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旅行を予約する際の不満や負担

22

旅行予約時には予算内におさめること（23%）・数多くの情報から選ぶこと（19%）などに不満・負担を感じている
国内旅行に比べて海外旅行のほうが検討すべきことが多く、また口コミの信頼性等から負担を感じやすい

Q.旅行の手配をする際、どのようなことに不満や負担を感じますか。あてはまるものをすべてお選びください。（複数回答）

本調査対象者[1,000]

着色：≧GT+5pt

予算内にお
さめること

が難しい

情報が多す
ぎてどれを
選べば良い
か分からな

い
計画に時間
や労力がか
かりすぎる

変更やキャ
ンセルが難
しい∕手数

料が高い

希望の時期
に予約が取
れない∕プ
ランが立て

にくい
口コミが本
当か分から

ない
複数のサイ
トで予約す
るのが面倒

検討すべき
ことが重

なって、全
体的にスト
レスを感じ

る

会員特典や
キャンペー
ンの情報を
探すことが

難しい

探した特典
やキャン

ペーンなど
の手続きが

面倒

見つけた特
典やキャン
ペーンの情
報から自分

の旅行に
あっている
かわからな

い

交通手段が
多すぎて、
どれが良い
か分からな

い

アクティビ
ティ選びに
迷う∕参加
者の意見が

合わない その他
不満や負担
はまったく

無い
GT[1,000] 23% 19% 15% 15% 14% 12% 11% 10% 10% 9% 8% 8% 7% 2% 28%

国内旅行（宿泊、飛行
機利用あり）[350] 19% 15% 14% 15% 15% 10% 11% 8% 8% 7% 7% 7% 6% 2% 36%

国内旅行（宿泊、特急
列車利用あり）[250] 25% 20% 16% 13% 15% 10% 7% 7% 10% 8% 7% 6% 4% 3% 29%

海外旅行 [400] 26% 21% 15% 15% 11% 16% 14% 14% 11% 12% 10% 10% 9% 2% 21%
海外旅行と国内旅行の

差（pt） +4.3 +3.7 -0.5 +0.7 -4.1 +6.1 +5.1 +6.1 +2.4 +4.3 +3.5 +3.7 +4.1 -0.8 -11.8
国内旅行に比べて海外旅行のほうが検討すべきことが多く、
また口コミの信頼性等から負担を感じやすい

希望の時期にプランを立てにくい不満は国内旅行の方が強い
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調査結果 詳細

23

ターミナル駅・国内空港での過ごしかた
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旅行の楽しさ・ストレスを感じるタイミング

24

目的地での時間だけでなく、ターミナル駅や国内空港、宿泊施設で過ごす時間も旅行を楽しむひとときとなっている

海外旅行 [400]国内旅行（宿泊、特急列車利用あ
り）[250]

国内旅行（宿泊、飛行機利用あ
り）[350]

Q.旅行に含まれる活動・移動に関して、どのタイミングで「面白さ」・「楽しさ」を実感していますか。当てはまるものをすべてお選びください。（複数回答）
Q.旅行に含まれる活動・移動に関して、どのタイミングでストレスを感じていますか。当てはまるものをすべてお選びください。（複数回答）

本調査対象者[1,000]

自宅（行く前の準備など）
ターミナル駅∕国内空港までの移動時間

ターミナル駅∕国内空港でのグルメやショッピング
ターミナル駅∕国内空港での待ち時間・手続き

ターミナル駅∕現地空港から目的地までの移動時間
宿泊施設での時間

目的地での各種移動
目的地での活動をしている時間

その他

面白さ・楽しさを感
じる ストレスを感じる

30% 19%
25% 25%
33% 8%
19% 24%
24% 13%
49% 4%
37% 11%
54% 6%

2% 2%

面白さ・楽しさを感
じる ストレスを感じる

30% 24%
23% 20%
30% 7%
12% 22%
23% 12%
52% 5%
41% 12%
62% 6%

2% 1%

面白さ・楽しさを感
じる ストレスを感じる

34% 23%
27% 30%
37% 18%
24% 30%
28% 18%
43% 10%
38% 14%
47% 9%

2% 2%

目
的
地
で
の
活
動
で
は
な
い
が

旅
行
の
楽
し
さ
に
欠
か
せ
な
い
要
素

面白さ・楽しさを感
じる ストレスを感じる

30% 19%
25% 25%
33% 8%
19% 24%
24% 13%
49% 4%
37% 11%
54% 6%

2% 2%
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『ターミナル駅・国内空港での過ごしかた』に対する考えかた 志向
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国内旅行・海外旅行を問わず、ターミナル駅や国内空港での時間を旅行の一部として楽しみたいという意識は約4割

Q.旅行において、国内空港・ターミナル駅での過ごし方についてどのように考えますか。一番近いものをお選びください。（単一回答；5段階）
本調査対象者[1,000]

海外旅行 [400]国内旅行（宿泊、特急列車利用あり）[250]国内旅行（宿泊、飛行機利用あり）[350]

39% 
24% 

36% 39% 
27% 

34% 43% 
22% 

36% 

ターミナル駅・空港での時間を「旅行の一部として楽しみたかった」 or 「短くしたかった（目的地での時間を優先したかった」

旅行の一部として楽
しみたかった（計）

どちらとも言えない

できるだけ短くし、
目的地での時間を最
優先したかった
（計）
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43% 
30% 

27% 50% 
21% 

30% 

『ターミナル駅・国内空港での過ごしかた』に対する考えかた 今後の期待

26

飛行機利用者のうち約半数は、ターミナル駅や国内空港での過ごし方をより充実させたいと感じている

Q.国内空港・ターミナル駅での過ごし方をより満喫できるものにしたいと思いますか。（単一回答；5段階）
本調査対象者[1,000]

今後、ターミナル駅・空港での時間を「もっと充実した過ごし方をしたいと思う」 or 「 （乗車・搭乗前の時間は）必要最小限で済ませたい」

もっと充実した過ご
し方をしたい（計）

どちらとも言えない

今後も（は）最小限
で済ませたい（計）

51% 
20% 

29% 

ターミナル駅・国内空港での過ごし方を“より充実したものへ”と
いう期待は強い

海外旅行 [400]国内旅行（宿泊、特急列車利用あり）[250]国内旅行（宿泊、飛行機利用あり）[350]
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『ターミナル駅・国内空港での過ごしかた』に対する考えかた 志向×今後の期待

27

国内旅行は29歳以下、海外旅行は29歳以下や50代が、ターミナル駅・国内空港での時間をより充実したものにしたいとの
ニーズが強い

Q.国内空港・ターミナル駅での過ごし方をより満喫できるものにしたいと思いますか。（単一回答；5段階）

本調査対象者[1,000]

海外旅行 [400]国内旅行（宿泊、特急列車利用あり）[250]国内旅行（宿泊、飛行機利用あり）[350]

ターミナル駅・空港での時間の過ごし方 志向×今後の期待

旅行の一部
として楽し
みたかった

（計）

もっと充実
した過ごし
方をしたい

（計）
GT[350] 39% 50%

男性[186] 36% 48%
女性[164] 43% 52%

18〜29歳[91] 40% 59%
30代[85] 41% 51%
40代[63] 37% 49%
50代[54] 37% 45%
60代[57] 42% 39%

旅行の一部
として楽し
みたかった

（計）

もっと充実
した過ごし
方をしたい

（計）
GT[250] 39% 43%

男性[132] 34% 41%
女性[118] 44% 45%

18〜29歳[83] 43% 48%
30代[61] 33% 44%
40代[42] 36% 43%
50代[28] 39% 18%
60代[36] 42% 47%

旅行の一部
として楽し
みたかった

（計）

もっと充実
した過ごし
方をしたい

（計）
GT[400] 43% 51%

男性[214] 46% 49%
女性[186] 39% 53%

18〜29歳[105] 41% 60%
30代[99] 54% 51%
40代[78] 31% 47%
50代[51] 31% 59%
60代[67] 51% 36%

年齢別でみると若年層のニーズが相対的に強い

50% 51%

「今後の期待」は「飛行機利用者」で約半数と高い

Q.旅行において、国内空港・ターミナル駅での過ごし方についてどのように考えますか。一番近いものをお選びください。（単一回答；5段階）
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目的地に到着するまでに楽しみたいこと

28

道中での楽しみかたは、食事や飲み物（43%）がもっとも高く、快適な空間でリラックス（37%）・空港や駅での買い物や
食事（33%）・景色を眺める（32%）が上位で、国内旅行・海外旅行を問わず共通

Q. 旅行の目的地に向かう間、空港や駅での活動を含め、どのような体験をもっと楽しみたいですか。ただし空港はすべて「国内空港」を指します。（複数回答）
本調査対象者[1,000]

食事や飲
み物

快適な空
間でリ

ラックス
空港や駅
での買い
物や食事

景色を眺
める

同伴者と
の会話

インター
ネット

移動風景
の写真撮
影、乗り
物の写真

撮影

エンター
テイメン

ト（音
楽・動画

など） 睡眠

地域の文
化や歴史
に関する

下調べ 読書

学習をす
る（語
学、仕

事、勉強
など） その他 特にない

GT[1,000] 43% 37% 33% 32% 23% 19% 19% 16% 14% 13% 8% 8% 1% 12%
国内旅行（宿泊、飛行機利用

あり）[350] 44% 38% 37% 29% 22% 18% 18% 14% 13% 13% 9% 6% 2% 12%
国内旅行（宿泊、特急列車利

用あり）[250] 46% 33% 30% 41% 27% 14% 18% 14% 11% 10% 6% 5% 1% 14%
海外旅行 [400] 40% 38% 31% 28% 22% 22% 20% 19% 18% 15% 9% 12% 1% 11%

道中での楽しみかた上位意見は共通している
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調査結果 詳細

29

飛行機／鉄道の利用に対する課題と期待
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旅行時の移動に関する飛行機と鉄道のメリット比較

30

飛行機・鉄道ともにそれぞれの利便性が評価される一方で、空からの景色（23%）や車窓からの景色（31%）も各々メリッ
トとして楽しみの要素となっているほか、駅や空港での時間も旅行の楽しみとなっている

Q.旅行で飛行機を利用することは、どのような点で鉄道よりもメリット（利点）があると感じますか。当てはまるものをすべてお選びください。（複数回答）
Q.旅行で鉄道を利用することは、どのような点で飛行機よりもメリット（利点）があると感じますか。当てはまるものをすべてお選びください。（複数回答）

本調査対象者[1,000]

飛行機のメリット
本調査対象者[1,000]

鉄道のメリット

長距離移動を短時間で済ませることができる
目的地まで直行便で移動できる

空からの景色を楽しむことができる
飛行機に乗ること自体が楽しいイベントになる

海外への移動が容易である
多くの都市や国にアクセスできる
大きな荷物を預けることができる

食事や飲み物、エンターテインメントが提供される
長距離移動でも快適な座席が提供される

空港ラウンジで快適な待ち時間を過ごせる
空港のターミナルモールやショッピングエリアが充実している

Wi-Fi が利用可能
高い安全基準が維持されている

その他
この中には一つもない

37%
26%

23%
21%

21%
20%
20%
19%

18%
18%
18%

15%
13%

1%
12%

駅が市街地に多く、アクセスが良い
車窓からの景色を楽しめる

時刻表通りの運行が多い
セキュリティチェックなど手続きが無い∕ラク
都市の中心部から中心部への移動が容易である

他の公共交通機関との乗り換えがスムーズ
鉄道利用自体が楽しいイベントになる

駅ビルや駅ナカのショッピングエリアが充実している
自分で荷物を持ち運べる

広い座席と足元のスペースで快適に過ごせる
Wi-Fi が利用可能

移動中に読書や仕事がしやすい
CO2 排出量が少なく、環境負荷が低い

その他
この中には一つもない

33%
31%

30%
26%

23%
22%

20%
18%

18%
16%

14%
11%
11%

2%
12%

利便性だけでなく、景色を楽し
むこともそれぞれ上位の価値
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旅行時の飛行機移動・空港利用時に感じる不満

31

国内空港利用時の不満は、セキュリティチェック・持ち込み荷物に関することが上位で、特に海外旅行時に強い不満として
挙がっている

Q.旅行の際の移動・空港利用に関して、不満や課題を感じるもの・場面をすべてお選びください。 ※空港は国内空港について（複数回答）

過去１年以内の国内旅行での空港利用経験者[533]

空港までの移動
セキュリティチェック、持ち込み荷物に関すること

手荷物預け、手荷物受取
空港での待ち時間、過ごし方

チェックイン手続き
トランジット時の待ち時間、過ごし方

機内のインターネット
機内のエンターテインメントや食事

予約手配
その他

この中には一つもない

26%
22%
22%

21%
21%

19%
17%

12%
10%

2%
27%

国内旅行時の移動・空港利用に関する不満
過去２年以内の海外旅行での空港利用経験者[455]

海外旅行時の移動・空港利用に関する不満

セキュリティチェック、持ち込み荷物に関すること
出入国手続き

手荷物預け、手荷物受取
トランジット時の待ち時間、過ごし方

空港での待ち時間、過ごし方
チェックイン手続き

空港までの移動
現地通貨の両替、利用
機内のインターネット

予約手配
機内のエンターテインメントや食事

その他
この中には一つもない

31%
28%

25%
24%

23%
22%
22%

19%
16%

16%
10%

1%
18%

国内旅行・海外旅
行を問わず不満
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スマホだけでチェックイン・搭乗手続きが完了する仕組み
スーツケースの自動追跡・紛失防止サービス

航空券・パスポート・旅行保険を1 つのアプリにまとめ、紙なしで手続きできる仕組み
顔認証・指紋認証で本人確認や出入国手続きが完了する仕組み

海外旅行先の入国審査や税関手続きをオンラインで事前に済ませられるサービス
顔認証・指紋認証で通過できるセキュリティチェック（手荷物検査）

保安検査の待ち時間をリアルタイムで確認できるサービス
空港周辺の交通手段（タクシー・バス・鉄道）のリアルタイム混雑情報・予約サービス

手荷物を事前に自宅や駅で預け、空港で受け取るサービス
空港内の混雑状況をリアルタイムで把握できるアプリ

空港内の飲食・買い物を事前注文し、スムーズに受け取れるサービス
AIが最適な乗り継ぎルート・時間を案内するサービス

空港ラウンジの利用状況をリアルタイムで確認し、事前予約できるサービス
空港内の移動をサポートする自動運転カート・ロボット案内
免税品や土産をオンライン購入し、空港で受け取れる仕組み

この中には一つもない

29%
20%
20%
20%
20%
19%

17%
17%

16%
15%

13%
13%
13%

12%
12%

20%

空港・飛行機利用に関するサービス期待

32

手間や不安を取り除くことに関するサービス（スマホチェックイン、スーツケース追跡、チケット類の統合アプリ）が高評
価

Q.旅行時の空港・飛行機利用に関して、より便利になると感じるサービスをすべてお選びください。（複数回答）
本調査対象者[1,000]

チケット類が分散する不満に対する解
決策として『旅行向け統合型アプリ』
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乗り継ぎ・乗り換えの利便性∕乗り継ぎの待ち時間が長い
駅構内の混雑、移動のしにくさ

手荷物の持ち運び、コインロッカーの利用
駅までの移動

乗車券・指定席の予約手配
車内の座席の快適さ、設備（コンセント・Wi-Fi など）

車内のインターネット環境
目的地での交通手段（レンタカー・バス・タクシーなど）

現地のキャッシュレス決済・交通系ICカードの利用可否
切符の購入、ICカードのチャージ・利用

駅ビル・駅ナカでの待ち時間、過ごし方（買い物などを含む）
その他

この中には一つもない

26%
26%

23%
23%

18%
17%

15%
14%
14%

13%
11%

1%
21%

旅行時の鉄道移動・ターミナル駅利用時に感じる不満

33

“鉄道に乗車していない場面の移動”に対する不満が上位に見られるほか、飛行機利用と同様に手荷物に関する不満あり
→新幹線の手荷物スペース利用に関する昨今の課題にも通じる

Q.旅行時に駅・鉄道を利用する際に、ストレスや不満を感じる点をすべてお選びください。（複数回答）
本調査対象者[1,000]

鉄道乗車前・乗り換えの
移動に関する不満

飛行機移動同様に手荷物
に関する不満

↓
昨今、新幹線等では大型手荷物
のスペース確保が困難であるこ
とからも改善が望まれている
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スマホだけで乗車券・特急券・ICカードの機能をまとめて利用できるサービス
乗り換え・駅構内の移動を最適ルートでナビゲートするサービス

車内で安定したWi-Fi や電源が確保できるサービスの充実
手荷物を事前に預け、目的地の駅やホテルで受け取れるサービス

座席指定・変更がリアルタイムでできる仕組み
予約済みのホテル・レンタカー・観光チケットと鉄道チケットを一括管理できるアプリ

外国語がわからなくてもスムーズに利用できる多言語対応アプリ・案内サービス
遅延時に代替ルートや払い戻し手続きをスムーズに案内してくれるアプリ

新幹線や特急の空席状況をリアルタイムで確認できるアプリ
駅の混雑状況や改札・ホームのリアルタイム混雑情報がわかるアプリ

紙の切符なしで、スマホの顔認証・指紋認証だけで改札を通過できる仕組み
駅構内のエレベーター・エスカレーターの位置や稼働状況がリアルタイムでわかるサービス

新幹線・特急の車内販売を事前予約・モバイル決済できる仕組み
駅や車内での飲食・お土産を事前注文し、指定の場所でスムーズに受け取れる仕組み

この中には一つもない

23%
22%

21%
19%

17%
17%
17%

16%
15%

14%
14%
13%

12%
11%

20%

ターミナル駅・鉄道利用に関するサービス期待

34

スマホの利活用によるチケットの利便性や駅構内・乗り継ぎ等の移動に関する解決策が望まれているほか、ここでもチケッ
ト類の統合アプリによる“チケット分散問題からの脱却”を望む声あり

Q.旅行時の駅・鉄道の利用において、より便利になると感じるサービスをすべてお選びください。（複数回答）
本調査対象者[1,000]

飛行機移動同様の
『旅行向け統合アプリ』ニーズ

→“チケット分散問題からの脱却”
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調査結果 詳細

35

旅行目的地での交通手段と宿泊施設に対する課題と期待
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現地でのバスの運行情報やルートが分かりにくい
観光スポット間の移動に時間がかかり、観光時間が限られてしまう

地方の観光地では、現金しか使えないことがある
バスやその他の交通手段が混雑している

地元の公共交通機関が観光スポットとの接続が悪く、移動が不便
ルートや運行時間の選択肢が少なく、時間的に制約や無駄な移動が発生することがある

地方の観光地では、タクシーやレンタカー等に移動手段が限られている
観光スポット間を効率的に移動できる手段が無い（少ない）

観光スポット間の移動に徒歩を多く使わざるを得ず、体力的に負担が大きい
観光スポット間の移動にバスを使うことが多く、不便

旅行先の公共交通機関の情報が整理されておらず、移動計画が立てづらい
タクシーやライドシェアサービスが利用できない、または高額である

バリアフリー対応が不十分
この中には一つもない

22%
20%

20%
19%

19%
19%

18%
18%

16%
13%

12%
11%

2%
24%

旅行目的地での交通手段利用時に感じる不満

36

バスや地元交通機関を利用することで発生する不満や、移動時間がかかることで観光時間が限られてしまうこと等、旅行目
的地でも交通に関する不満が見られる

Q.旅行目的地での交通手段に関して、どのような不満がありますか。あてはまるものをすべてお選びください。（複数回答）
本調査対象者[1,000]

行き慣れていない場所特有の
交通に関する課題が見られる
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旅行目的地での宿泊施設利用時に感じる不満

37

チェックイン・チェックアウトの手続き、宿泊施設の立地が各18%でもっとも強い不満
そのほか、宿泊施設でのキー（解錠）に関わる手間やストレスを感じている

Q.旅行時に宿泊施設を利用する際に、ストレスや不満を感じる点をすべてお選びください。（複数回答）
本調査対象者[1,000]

チェックインやチェックアウト手続きの混雑・スムーズさ
宿泊施設の立地・アクセス

大浴場・温泉・シャワールームの利便性・清潔さ
キーの管理の手間（持ち歩きの負担、紛失のリスクなど）

部屋の設備・アメニティ（Wi-Fi 、コンセント、清潔さなど）
騒音や周囲の環境

館内施設（レストラン、売店、ラウンジなど）の充実度
予約手配のしにくさ（予約サイト・電話対応など）

朝食・食事の内容、選択肢
宿泊者限定施設の利用方法のわかりにくさ、解錠の手間

カードキーの不便さ（反応が悪い、挿入型で抜き差しが面倒など）
スマートロックの使い勝手（解錠方法がわかりにくい、アプリの操作性など）

館内支払いの面倒さ（デポジット等を含む）
その他

この中には一つもない

18%
18%

17%
16%

16%
15%

14%
13%

13%
11%

11%
10%

9%
2%

29%

旅行の楽しみを減退させる
手続きに関するストレス

キー／解錠に関わる不満も
見られる
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観光客のマナー違反
観光地・観光施設の混雑

現金のみの支払い∕クレジットカードや電子マネーが使用できない
悪質な客引きやぼったくり

Wi-Fi 環境の不足
観光地・施設が休みでやっていない・休園など

コンビニやドラッグストアなど、最低限必要なお店が無い・少ない
思っていたよりも観光地が期待外れ

予期せぬトラブルに備え、身分証を持ち歩かないといけない
外国語によるコミュニケーション

両替の手間∕両替手数料
観光地に関する情報不足

観光地や駅の案内表示がわかりにくい
現地の文化体験の不足

その他
この中には一つもない

24%
22%

19%
18%

17%
16%

15%
15%
15%

15%
14%

14%
13%

8%
1%

20%

そのほか旅行時に感じる不満

38

旅行・観光が盛んになるほど混雑やマナー違反が顕在化しやすい状況にあり、それが不満として現れている
また観光地においても、さらなるキャッシュレス化が望まれている

Q.そのほか、旅行中の行動についてストレスや不満を感じる点をすべてお選びください。（複数回答）
本調査対象者[1,000]

マナー違反、オーバーツーリズム、
支払い方法が不満上位３項目
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スマホだけでチェックイン・チェックアウトが完了する仕組み
施設のアメニティや食事メニューが事前にわかり、好みに応じてカスタマイズできるサービス

事前に部屋の希望（眺望・設備・階数など）を細かく選べるサービス
スマホ決済・後払い決済ができるチェックアウトレスの支払いシステム

宿泊施設の混雑状況（朝食会場・大浴場・ジムなど）をリアルタイムで確認できるアプリ
宿泊者限定の地域優待クーポンや提携店舗での特典が自動適用される仕組み

旅行者向けの荷物預かり・配送サービス（チェックアウト後に観光を楽しめる）
事前に荷物をホテルへ送っておき、チェックイン時に受け取れるサービス

部屋の鍵がスマホ連携で管理できるハンズフリーキー
ルームサービス・清掃依頼・アメニティ補充をスマホから簡単に依頼できる機能

部屋の清掃有無を選択し、環境負荷を減らした分の特典を受け取れる仕組み
顔認証・指紋認証だけで宿泊手続きが完了する仕組み（身分証も不要）

AIコンシェルジュによる観光案内や施設案内サービス
客室のエアコン・照明・カーテン・テレビをスマホや音声で操作できる仕組み

この中には一つもない

22%
19%
19%

18%
18%
18%

17%
16%

16%
15%

14%
14%

11%
11%

23%

宿泊施設に関するサービス期待

39

スマホによるチェックイン・チェックアウト、スマホ決済（スムーズなチェックアウト）、スマホキーなど、スマホをプ
ラットフォームとした宿泊施設体験に対する期待が目立っている

Q.旅行時の宿泊施設に関して、より便利になると感じるサービスをすべて選んでださい。（複数回答）
本調査対象者[1,000]

スマホをプラットフォームとした
宿泊施設体験（UX）に対する期
待あり→特にチェックイン・
チェックアウトに関する課題解決
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旅行UXを向上させる仕組み・サービス期待 旅行者自身のデータ活用

40

自分の嗜好や会員ステータスに応じた旅行体験向上サービスや提案に対して、いずれも2割強の利用意向あり

Q.以下のような旅行体験について、魅力的と感じるものをすべてお選びください。（複数回答）
本調査対象者[1,000]

ホテルの会員ステータスによって、旅行のサービスレベル・特典が
アップグレードしてもらえる∕ホテル以外の体験も向上できる

自分の嗜好や行動履歴に応じて、旅行のサービスレベル・特典がアップグレードしてもらえる

自分の嗜好や行動履歴に応じて、旅行先を提案してくれる

自分の嗜好や行動履歴に応じて、移動プラン・移動手段を提案してくれる
航空会社の会員ステータス（マイレージや座席クラス等）によって、旅行のサービスレベル・特典

がアップグレードしてもらえる∕飛行機に乗る前・降りた後の体験も向上できる
クレジットカードの会員ステータス（マイレージや座席クラス等）によって、

旅行のサービスレベル・特典がアップグレードしてもらえる
自分の嗜好や行動履歴に応じて、宿泊施設（具体的なホテル名を含む）を提案してくれる

旅行した後も、旅行先から各種情報（イベント、ふるさと納税等）を
提供してもらえる∕旅行後もその場所とつながれる

どれも魅力を感じない

24%

24%

23%

22%

22%

21%

20%

16%

26%

アップグレードだけでなく
「提案」についても
一定のニーズあり



© Institute for International Socio-Economic Studies 2025

旅行UXを向上させる仕組み・サービス期待 交通と宿泊施設、目的地の連携

41

割引サービスが34%ともっとも高いが、それに加えて旅行に関する予約の一括管理や宿泊者向けのイベント優先入場（待ち
時間短縮）をはじめ、交通と宿泊施設の連携サービスに対しても利用意向あり

Q.旅行において、交通手段（航空・鉄道）や宿泊施設と、旅行先の観光地・イベント会場などが連携することで、どのようなメリットがあると魅力を感じますか。（複数回答）
本調査対象者[1,000]

旅行中の移動（タクシー・レンタカー・シャトルバスなど）と
宿泊・航空・鉄道の連携による割引

移動・宿泊・目的地の予約を一括で管理できる
目的地の混雑状況を事前に把握できる

空港や駅から宿泊施設、観光地への手荷物配送サービス
飛行機や新幹線の到着時間に合わせた目的地の入場時間調整

ホテル宿泊者向けの観光地やイベント会場の待ち時間短縮
この中には一つもない

34%

28%

27%

27%

26%

25%

19%

予約管理が煩雑化しやすい旅行の
課題を解決する方法として好評

8割以上の旅行者が何れかの
サービスに「魅力を感じる」
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企業によるデータ活用への意識

42

個人の履歴データを企業が活用することに「抵抗はない」が「抵抗を感じる」を上回るが、「どちらともいえない」が最多。
データ利活用によるサービスは、適切なサービス設計と個人への説明が必要なことが示唆される。

Q. 旅行の手配に関して、左右どちらの考え方に近いかそれぞれお答えください。 (単一回答；3段階）
本調査対象者[1,000] ※スクリーニング調査時に聴取

男女別・年代別全体）[1,000]

マイレージやポイント等、個人の履歴データを企業が活用することに「抵抗を感じる」 or 「 抵抗はない」

抵抗はない

どちらとも言えない

個人の履歴データを
企業が活用すること
に抵抗を感じる

抵抗はない どちらとも言えない 抵抗を感じる
GT[1,000] 31% 47% 22%
男性[532] 32% 47% 21%
女性[468] 29% 47% 24%

18〜29歳[279] 32% 41% 27%
30代[245] 30% 47% 22%
40代[183] 31% 45% 24%
50代[133] 29% 59% 13%
60代[160] 30% 52% 18%
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Appendix

43

回答者の旅行概要、旅行予算、キャッシュレス決済（支払い）
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旅行先

過去２年以内の海外旅行先（飛行機利用有り）は韓国が21%を占め、次いで台湾14%、欧州13%、ハワイ10%

44

Q.その旅行の行き先をお選びください。直近の旅行で二か所以上訪れた場合には、最も中心的な目的地をひとつお選びください。（単一回答）
本調査対象者[1,000]

23%
5%

17%
5%

8%
3%

5%
18%

16%

北海道
東北
関東
中部
近畿
中国
四国
九州
沖縄

21%
14%

13%
10%
10%

6%
5%

5%
3%
3%

2%
8%

韓国
台湾

ヨーロッパ
ハワイ

東南アジア
シンガポール
アメリカ本土

豪州、NZ
香港、マカオ

中国本土
グアム、サイパン
その他の国・地域

海外旅行 [400]国内旅行（宿泊、特急列車利用あり）[250]国内旅行（宿泊、飛行機利用あり）[350]

2%
11%

35%
16%
17%

7%
2%

10%
0%

北海道
東北
関東
中部
近畿
中国
四国
九州
沖縄

韓国をはじめ東ア
ジア地域が人気
→近距離志向、高
い物価を避ける

関東在住者が多い
ため列車利用者の
行き先は関東が多
くなる、また地方
から関東へは列車
でのアクセスも良
い

飛行機利用者の行
き先は遠方の地域
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基本属性別 海外旅行先

45

韓国は全年代で人気だが、特に若年層（18〜30代）で突出して高い
40代以上はヨーロッパや台湾・東南アジアも人気

Q.その旅行の行き先をお選びください。直近の旅行で二か所以上訪れた場合には、最も中心的な目的地をひとつお選びください。（単一回答）
過去２年以内の海外旅行者[400]

韓国 台湾
ヨーロッ

パ ハワイ
東南アジ

ア
シンガ
ポール

アメリカ
本土

オースト
ラリア、

ニュー
ジーラン

ド
香港、マ

カオ
中国本土
（上海、
北京等）

グアム、
サイパン

その他の
国・地域

GT[400] 21% 14% 13% 10% 10% 6% 5% 5% 3% 3% 2% 8%
男性[214] 20% 16% 11% 11% 12% 6% 6% 4% 3% 3% 3% 7%
女性[186] 23% 11% 15% 9% 8% 7% 4% 5% 4% 3% 2% 10%

18〜29歳[105] 28% 14% 11% 10% 5% 9% 6% 2% 4% 4% 2% 7%
30代[99] 28% 9% 9% 15% 8% 5% 4% 7% 4% 2% 3% 5%
40代[78] 15% 21% 13% 5% 10% 6% 6% 4% 4% 4% 4% 8%
50代[51] 10% 18% 12% 8% 16% 8% 4% 2% 2% 4% 2% 16%
60代[67] 15% 9% 21% 10% 16% 3% 6% 8% 2% 2% 0% 9%

東アジア地域であっても、年代によっての人気のエリアが異なる

着色：≧20%（濃）
≧15%（薄）
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観光・名
所巡り

ご当地グ
ルメを楽

しむ

リラック
ス・癒し
（温泉・
スパ・リ
ゾート）

ショッピ
ング・お
土産探し

家族との
思い出作

り
非日常

感・贅沢
な体験

推し活∕
イベント
参加・鑑

賞

趣味に関
連した場
所・お気
に入りの
場所に行

く
自然・ア
ウトドア

を満喫

電車や飛
行機な

ど、移動
時間・移
動中を楽

しむ
文化・歴
史を学ぶ

友人・恋
人との特
別な時間
を過ごす

季節限定
の体験

（桜・紅
葉・雪景
色など）

アクティ
ビティ・
スポーツ

体験

自己成
長・新し
いスキル

習得
ワーケー
ション・
長期滞在

エコツー
リズム・
サステナ
ブルな旅 その他

GT[600] 44% 38% 26% 21% 19% 19% 16% 15% 15% 15% 15% 13% 9% 8% 4% 2% 2% 6%
北海道[85] 45% 46% 27% 18% 26% 17% 11% 17% 25% 8% 11% 13% 14% 11% 4% 4% 6% 6%

東北[44] 30% 32% 30% 25% 16% 21% 14% 2% 14% 21% 18% 16% 18% 5% 7% 2% 5% 11%
関東[146] 43% 32% 25% 25% 21% 19% 23% 17% 7% 12% 13% 14% 7% 6% 4% 1% 0% 6%

中部[57] 39% 46% 28% 18% 12% 11% 16% 16% 9% 18% 18% 11% 7% 7% 7% 4% 2% 5%
近畿[71] 48% 25% 21% 24% 13% 27% 17% 17% 4% 16% 14% 14% 11% 6% 3% 1% 1% 7%
中国[29] 48% 35% 17% 14% 10% 21% 17% 17% 14% 24% 28% 17% 3% 3% 0% 0% 3% 0%
四国[22] 50% 46% 41% 9% 14% 14% 9% 14% 18% 18% 14% 14% 5% 5% 0% 0% 0% 5%
九州[88] 47% 43% 26% 19% 21% 17% 16% 14% 11% 17% 14% 6% 5% 6% 3% 3% 1% 5%
沖縄[58] 47% 45% 24% 21% 24% 22% 10% 14% 43% 14% 14% 12% 12% 22% 3% 3% 5% 5%

旅行の目的 全体

46

国内旅行の目的は観光（44%）・グルメ（38%）が主流。推し活は16%。

Q.その旅行で楽しみたいと思っていた／重視していた体験をすべてお選びください。（複数回答）
本調査対象者（国内旅行者）[600]

国内旅行の旅行先
×目的

着色：≧GT+10pt



© Institute for International Socio-Economic Studies 2025 

旅行の目的 全体

47

旅行の目的は観光（41%）・グルメ（40%）が主流。推し活は12%、国内旅行に限れば16%。

Q.その旅行で楽しみたいと思っていた／重視していた体験をすべてお選びください。（複数回答）
本調査対象者[1,000]

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

その他
エコツーリズム・サステナブルな旅

ワーケーション・⻑期滞在
自⼰成⻑・新しいスキル習得

季節限定の体験（桜・紅葉・雪景色など）
アクティビティ・スポーツ体験

推し活／イベント参加・鑑賞
友人・恋人との特別な時間を過ごす

電車や飛行機など、移動時間・移動中を楽しむ
趣味に関連した場所へ行く・お気に入りの場所に行く

自然・アウトドアを満喫
文化・歴史を学ぶ

家族との思い出作り
非日常感・贅沢な体験

リラックス・癒し（温泉・スパ・リゾート）
ショッピング・お土産探し

ご当地グルメを楽しむ
観光・名所巡り

GT[1,000] 国内旅行[600] 海外旅行[400]
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観光・名
所巡り

ご当地グ
ルメを楽

しむ
ショッピ
ング・お
土産探し

非日常
感・贅沢

な体験
文化・歴
史を学ぶ

家族との
思い出作

り

リラック
ス・癒し
（温泉・
スパ・リ
ゾート）

自然・ア
ウトドア

を満喫

趣味に関
連した場
所・お気
に入りの
場所に行

く

友人・恋
人との特
別な時間
を過ごす

電車や飛
行機な

ど、移動
時間・移
動中を楽

しむ

アクティ
ビティ・
スポーツ

体験

季節限定
の体験

（桜・紅
葉・雪景
色など）

自己成
長・新し
いスキル

習得
ワーケー
ション・
長期滞在

エコツー
リズム・
サステナ
ブルな旅

推し活∕
イベント
参加・鑑

賞 その他
GT[400] 41% 40% 35% 25% 23% 23% 22% 18% 17% 14% 13% 11% 9% 8% 7% 6% 6% 5%
韓国[84] 37% 54% 51% 26% 26% 25% 19% 8% 24% 16% 8% 11% 13% 12% 7% 7% 7% 0%
台湾[55] 47% 47% 40% 26% 40% 24% 22% 16% 20% 15% 18% 4% 11% 11% 9% 9% 7% 4%

ヨーロッパ[51] 59% 39% 26% 24% 28% 20% 18% 14% 20% 8% 16% 10% 10% 12% 8% 4% 2% 6%
ハワイ[40] 38% 38% 50% 45% 15% 35% 33% 30% 15% 15% 15% 15% 5% 0% 3% 8% 5% 0%

東南アジア[40] 30% 35% 18% 13% 18% 13% 25% 20% 5% 8% 3% 10% 0% 5% 3% 8% 3% 8%
シンガポール[25] 36% 36% 32% 20% 4% 20% 20% 8% 16% 4% 24% 12% 0% 12% 0% 0% 8% 0%
アメリカ本土[21] 48% 33% 48% 38% 19% 24% 29% 24% 24% 5% 10% 19% 10% 5% 5% 10% 5% 5%

豪州、NZ[18] 50% 28% 33% 33% 28% 39% 33% 56% 11% 33% 17% 28% 6% 11% 17% 11% 6% 0%
香港、マカオ[13] 31% 31% 39% 15% 23% 8% 8% 8% 15% 39% 31% 15% 31% 0% 23% 8% 8% 8%

中国本土[12] 17% 50% 8% 25% 17% 17% 0% 8% 8% 25% 0% 0% 8% 8% 8% 0% 8% 0%
グアム、サイパン[9] 33% 22% 22% 11% 22% 22% 22% 22% 11% 0% 0% 11% 11% 0% 0% 0% 11% 0%

その他の国・地域[32] 34% 22% 13% 13% 13% 19% 22% 25% 6% 13% 9% 6% 6% 6% 3% 3% 3% 28%

旅行の目的 海外旅行

48

韓国旅行はグルメ（54%）・ショッピング（51%）、台湾旅行は文化歴史を学ぶ（40%）、ヨーロッパ旅行は観光（59％）
がそれぞれの特徴的な旅行目的となっているほか、ハワイ旅行は他の地域に比べてより幅広い目的を持たれている

Q.その旅行で楽しみたいと思っていた／重視していた体験をすべてお選びください。（複数回答）
本調査対象者（海外旅行者）[400]

海外旅行の旅行先
×目的

着色：≧GT+10pt
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観光・名
所巡り

ご当地グ
ルメを楽

しむ

リラック
ス・癒し
（温泉・
スパ・リ
ゾート）

ショッピ
ング・お
土産探し

家族との
思い出作

り
非日常

感・贅沢
な体験

推し活∕
イベント
参加・鑑

賞

趣味に関
連した場
所・お気
に入りの
場所に行

く
自然・ア
ウトドア

を満喫

電車や飛
行機な

ど、移動
時間・移
動中を楽

しむ
文化・歴
史を学ぶ

友人・恋
人との特
別な時間
を過ごす

季節限定
の体験

（桜・紅
葉・雪景
色など）

アクティ
ビティ・
スポーツ

体験

自己成
長・新し
いスキル

習得
ワーケー
ション・
長期滞在

エコツー
リズム・
サステナ
ブルな旅 その他

GT[600] 44% 38% 26% 21% 19% 19% 16% 15% 15% 15% 15% 13% 9% 8% 4% 2% 2% 6%
北海道[85] 45% 46% 27% 18% 26% 17% 11% 17% 25% 8% 11% 13% 14% 11% 4% 4% 6% 6%

東北[44] 30% 32% 30% 25% 16% 21% 14% 2% 14% 21% 18% 16% 18% 5% 7% 2% 5% 11%
関東[146] 43% 32% 25% 25% 21% 19% 23% 17% 7% 12% 13% 14% 7% 6% 4% 1% 0% 6%

中部[57] 39% 46% 28% 18% 12% 11% 16% 16% 9% 18% 18% 11% 7% 7% 7% 4% 2% 5%
近畿[71] 48% 25% 21% 24% 13% 27% 17% 17% 4% 16% 14% 14% 11% 6% 3% 1% 1% 7%
中国[29] 48% 35% 17% 14% 10% 21% 17% 17% 14% 24% 28% 17% 3% 3% 0% 0% 3% 0%
四国[22] 50% 46% 41% 9% 14% 14% 9% 14% 18% 18% 14% 14% 5% 5% 0% 0% 0% 5%
九州[88] 47% 43% 26% 19% 21% 17% 16% 14% 11% 17% 14% 6% 5% 6% 3% 3% 1% 5%
沖縄[58] 47% 45% 24% 21% 24% 22% 10% 14% 43% 14% 14% 12% 12% 22% 3% 3% 5% 5%

旅行の目的 国内旅行

49

国内旅行の目的は観光（44%）・グルメ（38%）が主流。推し活は16%。

Q.その旅行で楽しみたいと思っていた／重視していた体験をすべてお選びください。（複数回答）
本調査対象者（国内旅行者）[600]

国内旅行の旅行先
×目的

着色：≧GT+10pt
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同行者、同行人数

50

国内・海外を問わず、飛行機利用の旅行では配偶者やパートナーとの旅行が4割程度を占めるが、飛行機を利用しない国内旅
行では一人旅行と配偶者やパートナーとの旅行がどちらも3割強

Q.その旅行は、誰と一緒に旅行しましたか。（複数回答）
本調査対象者[1,000]

Q.その旅行は、何人で旅行しましたか。（自分を含む）。（単一回答）

本調査対象者[1,000]

自分一
人

配偶
者・

パート
ナー 子ども 親

兄弟・
姉妹 親戚

友人・
知人

会社の
同僚・
仕事関
係の人 その他

GT[1,000] 25% 42% 21% 11% 7% 2% 15% 3% 2%
国内旅行（宿泊、飛行

機利用あり）[350] 26% 43% 21% 12% 5% 1% 16% 3% 1%
国内旅行（宿泊、特急

列車利用あり）[250] 31% 34% 13% 16% 10% 2% 15% 0% 2%
海外旅行 [400] 20% 47% 25% 8% 6% 2% 14% 4% 3%

１人
（単独
旅行） ２人

３〜４
人

５〜６
人

７人以
上

GT[1,000] 25% 39% 27% 5% 4%
国内旅行（宿泊、飛行

機利用あり）[350] 26% 38% 28% 5% 3%
国内旅行（宿泊、特急

列車利用あり）[250] 31% 39% 22% 3% 4%
海外旅行 [400] 20% 40% 28% 6% 6%

着色：≧GT+5pt 着色：≧GT+5pt
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旅行の平均予算

飛行機利用を伴う国内旅行の旅行予算は一人当たり13万円強、海外旅行は37万円弱

51

Q.その旅行での1 人あたりの総支出額を教えてください。 ※交通費・宿泊費・食費・現地での買い物などをすべて含みます。（単一回答）
本調査対象者[1,000]

23%
5%

17%
5%

8%
3%

5%
18%

16%

北海道
東北
関東
中部
近畿
中国
四国
九州
沖縄

21%
14%

13%
10%
10%

6%
5%

5%
3%
3%

2%
8%

韓国
台湾

ヨーロッパ
ハワイ

東南アジア
シンガポール
アメリカ本土

豪州、NZ
香港、マカオ

中国本土
グアム、サイパン
その他の国・地域

海外旅行 [400]国内旅行（宿泊、特急列車利用あり）[250]国内旅行（宿泊、飛行機利用あり）[350]

2%
11%

35%
16%
17%

7%
2%

10%
0%

北海道
東北
関東
中部
近畿
中国
四国
九州
沖縄

132,295円／人
（加重平均値）

※ただし宿泊・飛行機利用あり

77,520円／人
（加重平均値）

※ただし宿泊・特急列車利用あり

369,810円／人
（加重平均値）
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旅行の平均予算

国内旅行・海外旅行を問わず、交通費＋宿泊費で旅費全体の6割程度を占める

52

Q.その旅行での1 人あたりの総支出額を教えてください。 ※交通費・宿泊費・食費・現地での買い物などをすべて含みます。（単一回答）
本調査対象者[1,000]

23%
5%

17%
5%

8%
3%

5%
18%

16%

北海道
東北
関東
中部
近畿
中国
四国
九州
沖縄

21%
14%

13%
10%
10%

6%
5%

5%
3%
3%

2%
8%

韓国
台湾

ヨーロッパ
ハワイ

東南アジア
シンガポール
アメリカ本土

豪州、NZ
香港、マカオ

中国本土
グアム、サイパン
その他の国・地域

海外旅行 [400]国内旅行（宿泊、特急列車利用あり）[250]国内旅行（宿泊、飛行機利用あり）[350]

2%
11%

35%
16%
17%

7%
2%

10%
0%

北海道
東北
関東
中部
近畿
中国
四国
九州
沖縄

33% 

28% 
15% 
8% 

8% 
6% 2% 

33% 

28% 
15% 
8% 

9% 
4% 3% 

36% 

23% 
13% 

8% 
9% 
6% 5% 

132,295円／人
（加重平均値）

※ただし宿泊・飛行機利用あり

77,520円／人
（加重平均値）

※ただし宿泊・特急列車利用あり

369,810円／人
（加重平均値）

交通費

宿泊費

飲食費

観光・アクティ
ビティ費

ショッピング費

現地交通費
その他
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23%
5%

17%
5%

8%
3%

5%
18%

16%

北海道
東北
関東
中部
近畿
中国
四国
九州
沖縄

21%
14%

13%
10%
10%

6%
5%

5%
3%
3%

2%
8%

韓国
台湾

ヨーロッパ
ハワイ

東南アジア
シンガポール
アメリカ本土

豪州、NZ
香港、マカオ

中国本土
グアム、サイパン
その他の国・地域

2%
11%

35%
16%
17%

7%
2%

10%
0%

北海道
東北
関東
中部
近畿
中国
四国
九州
沖縄

33% 

28% 
15% 
8% 

8% 
6% 2% 

33% 

28% 
15% 
8% 

9% 
4% 3% 

36% 

23% 
13% 

8% 
9% 

6% 5% 

旅行の平均予算

交通費を除いても海外旅行は23.6万円／人となり、国内旅行に比べて15万円以上高い

53

Q.その旅行での1 人あたりの総支出額を教えてください。 ※交通費・宿泊費・食費・現地での買い物などをすべて含みます。（単一回答）
本調査対象者[1,000]

海外旅行 [400]国内旅行（宿泊、特急列車利用あり）[250]国内旅行（宿泊、飛行機利用あり）[350]

交通費

宿泊費

飲食費

観光・アクティ
ビティ費

ショッピング費

現地交通費

その他

交通費を除く 交通費を除く 交通費を除く

交通費を除く

88,863円／人
（加重平均値）

※ただし宿泊・飛行機利用あり

交通費を除く

52,357円／人
（加重平均値）

※ただし宿泊・特急列車利用あり

交通費を除く

236,235円／人
（加重平均値）
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旅行の平均予算が高い旅行目的

54

国内旅行・海外旅行を問わず、飛行機を利用する（遠方への旅行では）自然体験目的の旅行は予算が高い
※旅行先や年齢との相関を含む

Q.その旅行での1 人あたりの総支出額を教えてください。 ※交通費・宿泊費・食費・現地での買い物などをすべて含みます。（単一回答）
本調査対象者[1,000]

23% 
5% 

17% 
5% 

8% 
3% 

5% 
18% 

16% 

勘洚逓 
木勘 
鑢木 
䨩邎 
轝畃 
䨩嚱 
嚇嚱 
且嶁 
汊綽 

21% 
14% 

13% 
10% 
10% 

6% 
5% 

5% 
3% 
3% 

2% 
8% 

鞅嚱 
厲渧 

ユヺルチハ 
ネロア 

木北゠ザ゠ 
サヱオホヺラ 
゠ミヨォ曠囘 

讍嶁⿻NZ 
餞淥⿻ボォエ 

䨩嚱曠囘 
ギ゠マ⿻コアハヱ 
せぬ事ぬ嚱ヹ囫坾 

海外旅行 [400]国内旅行（宿泊、特急列車利用あり）[250]国内旅行（宿泊、飛行機利用あり）[350]

2% 
11% 

35% 
16% 
17% 

7% 
2% 

10% 
0% 

勘洚逓 
木勘 
鑢木 
䨩邎 
轝畃 
䨩嚱 
嚇嚱 
且嶁 
汊綽 

132,295円
／人（加重平均値）

※ただし宿泊・飛行機利用あり

77,520円
／人（加重平均値）

※ただし宿泊・特急列車利用あり

369,810円
／人（加重平均値）

旅行目的
※n≧30のみ

平均予算
（∕人）

全体平均と
の差

アクティビティ・スポー
ツ体験 ¥223,990 ¥91,695

自然・アウトドアを満喫 ¥202,070 ¥69,775
季節限定の体験（桜・紅

葉・雪景色など） ¥195,920 ¥63,625
趣味に関連した場所・お

気に入りの場所に行く ¥180,775 ¥48,480
リラックス・癒し（温
泉・スパ・リゾート） ¥173,305 ¥41,010

平均 ¥132,295 -

旅行目的
※n≧30のみ

平均予算
（∕人）

全体平均と
の差

友人・恋人との特別な時
間を過ごす ¥103,465 ¥25,945

家族との思い出作り ¥99,335 ¥21,815
文化・歴史を学ぶ ¥97,575 ¥20,055

趣味に関連した場所・お
気に入りの場所に行く ¥69,995 ¥-7,525
非日常感・贅沢な体験 ¥69,310 ¥-8,210

平均 ¥77,520 -

旅行目的
※n≧30のみ

平均予算
（∕人）

全体平均と
の差

自然・アウトドアを満喫 ¥464,975 ¥95,165
家族との思い出作り ¥421,245 ¥51,435

自己成長・新しいスキル
習得 ¥408,510 ¥38,700

友人・恋人との特別な時
間を過ごす ¥403,530 ¥33,720

文化・歴史を学ぶ ¥376,015 ¥6,205
平均 ¥369,810 -

平
均
予
算
が
高
い
旅
行
目
的
で
降
順
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支払い方法（現金／キャッシュレス）

55

世代を問わずキャッシュレス化が進む一方、緩やかではあるが若年層の現金利用率が高い

海外旅行 [400]国内旅行（宿泊、特急列車利用あり）[250]国内旅行（宿泊、飛行機利用あり）[350]

Q.その旅行先では、キャッシュレス決済（QRコード決済・クレジットカードなど）をどの程度利用しましたか。（単一回答；5段階）
本調査対象者[1,000]

63% 55%

81%
63%

74%

20% 17%
6% 11% 9%

59% 54% 57% 61% 56%

17% 16% 24%
14% 17%

60% 61% 62% 59%
70%

18% 21% 15% 20%
9%

キャッシュレスのほうが多い（計）

現金のほうが多い（計）

※「キャッシュレス・現金が半々くらい」はグラフ表示していないため合計が100%未満

緩やかな傾向として
年齢が若いほど現金使用率が高い
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